
固定資産税

固
定
資
産
税
の
土
地
評
価
方
法
が
変
わ
り
ま
す

固
定
資
産
税
に
お
け
る
宅
地
の
評
価

は
、「
市
街
地
宅
地
評
価
法
（
路
線
価

方
式
）」と「
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法（
標

準
地
比
準
方
式
）」
の
2
つ
の
評
価
方

法
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
森
町
で
は
、
全
域
に
お
い

て
「
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
」
に
よ
り

評
価
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度

か
ら
町
内
の
一
部
地
域
（
都
市
計
画
区

域
内
の
用
途
地
域
及
び
一
部
地
区
）
に

お
い
て
「
市
街
地
宅
地
評
価
法
」
を
導

入
し
ま
す
。

近
年
町
内
に
お
い
て
、
新
東
名
高
速

道
路
の
開
通
や
土
地
区
画
整
理
事
業
な

ど
に
よ
る
宅
地
開
発
、
幹
線
道
路
の
整

備
に
伴
い
、
市
街
地
の
形
成
が
進
ん
で

き
た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
評
価
方
式
よ

り
市
街
地
宅
地
評
価
法
に
よ
る
評
価
の

方
が
よ
り
適
正
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
今
回
、
市
街
地
宅
地
評
価
法
に

変
更
す
る
も
の
で
す
。

市
街
地
宅
地
評
価
法
は
、
各
宅
地
の

な
課
税
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
農
山
村
地
域
で
は
宅
地
が
点

在
し
て
お
り
、
市
街
地
と
比
較
す
る
と

個
別
要
因
は
少
な
い
た
め
、
従
来
ど
お

り
の「
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
」に
よ
っ

て
評
価
し
ま
す
。

個
別
要
因
を
固
定
資
産
税
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
道
路

の
幅
や
舗
装
の
有
無
、
行
き
止
ま
り
、

公
共
施
設
や
商
業
施
設
へ
の
距
離
な
ど

の
個
別
要
因
を
き
め
細
か
く
反
映
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
街
地
で
は
よ
り
適
正

な
お
、
ど
ち
ら
の
評
価
方
法
に
お
い

て
も
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
「
標
準
的

な
宅
地
」
の
不
動
産
鑑
定
評
価
が
課
税

の
基
礎
と
な
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。

平
成
27
年
度
は
、
3
年
に
一
度
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
の
見
直
し
を
行

う
評
価
替
え
の
年
で
す
。
森
町
で
は
、

こ
の
評
価
替
え
に
併
せ
て
一
部
地
域

に
路
線
価
を
導
入
し
ま
す
。

★
具
体
的
な
変
更
内
容
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評価方法が変更になる区域
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★
市
街
地
宅
地
評
価
法
と
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
の
違
い

市
街
地
宅
地
評
価
法
（
路
線
価
方
式
）

住
宅
の
密
集
度
が
比
較
的
高
い
地
域
に
適
用
す
る
方
法
で
す

標
準
宅
地
の
価

格
が
3
0,
0
0
0

円
／
㎡
と
決
ま
る

と
、
標
準
宅
地
の
接

す
る
道
路
（
主
要
な

路
線
）
の
路
線
価
は

3
0,
0
0
0
円
／

㎡
と
な
り
ま
す
。

そ
の
価
格
を
も
と

に
、
道
路
の
幅
員
、

駅
や
バ
ス
停
、
公
共

施
設
や
商
業
施
設
か

ら
の
距
離
な
ど
、
街

路
の
状
況
を
考
慮

し
て
他
の
道
路
の
路

線
価
が
決
め
ら
れ
ま

す
。例

え
ば
、
A
の
接

す
る
道
路
は
主
要
な

路
線
に
比
べ
、
幅
員

が
広
く
、
小
学
校
や
バ
ス
停
か
ら
も
近
い
た
め
、
そ
の
価
格
は
主
要

な
路
線
よ
り
高
く
な
り
、
B
の
接
す
る
道
路
は
、
主
要
な
路
線
に

比
べ
、
幅
員
が
狭
く
、
小
学
校
や
バ
ス
停
か
ら
も
遠
い
た
め
、
そ
の

価
格
は
主
要
な
路
線
よ
り
安
く
な
り
ま
す
。

※
実
際
の
課
税
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宅
地
の
形
状
（
間
口
・
奥
行
な

ど
）
に
よ
る
補
正
を
考
慮
し
た
価
格
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
例
で

は
、
標
準
宅
地
、
A
、
B
と
も
同
じ
正
方
形
の
形
状
で
あ
る
と

仮
定
し
ま
す
。

そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
（
標
準
地
比
準
方
式
）

市
街
地
宅
地
評
価
法
の
適
用
地
域
以
外
の
主
に
山
間
部
や
周
辺
地

域
に
適
用
す
る
方
法
で
す
。

標
準
宅
地
の
価
格

が
3
0,
0
0
0
円

／
㎡
と
決
ま
る
と
、

道
路
の
幅
員
や
街

路
の
状
況
に
関
係
な

く
、
同
じ 

状
況
類

似
地
区
（
注
１
）
内

の
A
、
B
の
価
格

は
、
標
準
宅
地
と
同

じ
3
0,
0
0
0
円

／
㎡
と
な
り
ま
す
。

※
実
際
の
課
税
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

宅
地
の
形
状 

（
間

口
・
奥
行
な
ど
）

に
よ
る
補
正
を
考

慮
し
た
価
格
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の

例
で
は
、
標
準
宅

地
、
A
、
B 

と
も

同
じ
正
方
形
の
形
状
で
あ
る
と
仮
定
し
ま
す
。

（
注
１
）
状
況
類
似
地
区
と
は
、
道
路
の
状
況
、

公
共 
施
設
と
の
接
近
状
況
、
家
屋
の

疎
密
度
、
宅
地
の
利
用
上
の
便
な
ど

の
状
況
が
お
お
む
ね
同
じ
と
認
め
ら
れ 

る
区
域
の
こ
と
で
す
。

●
航
空
写
真
な
ど
を
利
用
し
、

現
況
と
利
用
状
況
に
重
点

を
置
い
た
課
税
地
目
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

●
宅
地
に
存
在
す
る
家
屋
の

用
途
を
照
合
し
、
住
宅
用

地
特
例
認
定
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
の
個
々
の
評

価
額
や
税
額
な
ど
に
つ
い
て

は
、
５
月
中
旬
に
発
送
さ
れ

る
「
平
成
27
年
度
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
納
税
通
知

書
」
の
中
に
記
載
の
課
税
明

細
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
4
月
１
日
（
水
）

か
ら
固
定
資
産
税
の
縦
覧
・

閲
覧
が
で
き
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

★
評
価
替
え
に
伴

い
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課

　
固
定
資
産
税
係

　

☎
８
５
ー
６
３
0
9

評価額＝
40,000円／㎡

標準宅地（鑑定評価を行う宅地）
評価額＝30,000円／㎡

評価額＝
20,000円／㎡

宅地A

宅地B

A

B
路線価：20,000円

路
線
価
：
30,000円

路線価：40,000円バス

評価額＝
30,000円／㎡

標準宅地（鑑定評価を行う宅地）
評価額＝30,000円／㎡

評価額＝
30,000円／㎡

宅地A

宅地B

A

B

バス
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